
夏休みは家族一緒にチャンス・チャレンジ・チェンジ 

校長 繁在家康文 

照りつける太陽の光が猛烈に強く感じる夏到来かと思えば、全国的に災害をもたらすほどの

雨が続く日もあり、落ち着かない日々ですが、学校の子供たちは元気に過ごし、待ちに待った

夏休みを迎えることとなりました。夏休みを迎えるにあたり、前期前半の保護者の皆様、地域

の皆様のご協力に感謝申し上げます。

 さて、夏休みは、子供たちが家庭で過ごす時間が多くなります。私が今でも思い出す小学校

時代の夏休みの思い出を少しご紹介します。

 普段忙しくてなかなか家にいなかった父がキャンプに行こうということになり、家族で出か

けました。太陽の光がまぶしく暑い日が続いていました。現在のようにコンビニエンスストア

はありませんので、簡単に水が手に入るという環境ではありません。のどは渇き放題。水が飲

めるところを見つけるとがぶがぶ飲んでいたという記憶があります。

 ある時、行った先でたらいの中にトマトが冷やされていました。私はトマトが嫌いで好んで

食べることはありませんでしたが、父は私にそのトマトを丸ごと差し出しました。手に取った

そのトマトは冷たく、のどが渇いていた私にとっては水分がほしくてたまらなかったため、思

わずがぶりと食らいつきました。次の瞬間、衝撃が走りました。なんと、甘くて美味しいでは

ありませんか。トマトってこんなに美味しかったんだと思ったことを今でも思い出します。そ

れからは、トマトを好んで食べるようになりました。私のチャンス・チャレンジ・チェンジで

した。

 夏休みという特別な時間、キャンプという特別な場所だったからこそできたチャレンジとチ

ェンジであり、そしてそのチャンスをくれた父に感謝しています。

 さて、いよいよ夏休みです。子供たちがチェンジするときに、側に親がいることは大きな印

象となって残ります。「お父さんが良いと言ってくれた。」「お母さんが応援してくれた。」「家族

みんなで挑戦した。」など、その時のうれしさが言葉となって自然に現れます。これは、外に出

かけることだけではありません。家の中で何かを一緒に作る経験をするとか、一緒に本を読む

とか、一緒にパズルに挑戦することなども同じです。そこに一緒に居られることが大きな大き

な要因となります。

 十和田市秋まつりが開催されるにあたり、今年度も、小太鼓などを経験したい子供たちを北

園地区のお祭りに参加する町内会で受け入れてくださるということになりました。当日に参加

できるかどうか分からないけれども、練習だけでも参加できれば子供はチェンジします。そし

て、時にはそこに応援してくれるお父さんやお母さんが一緒にいてくれることで更に大きなチ

ェンジが期待できます。お父さんお母さんも子供のチェンジ、成長を見ることができ、「こんな

ことができるようになったんだ。すごいね～。」という言葉が出てくるのではないでしょうか。

そしたら、それはお父さんお母さんのチャンス・チャレンジ・チェンジですね。

 この夏休みは、是非、家族一緒のチャンス･チャレンジ･チェンジで楽しんでみてはいかがで

しょうか。夏休み明けの子供たちの元気な姿を心待ちにしております。
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吹奏楽部

◆第４３会中央地区大会小学生の部 金賞

【７月９日（日）】

十和田スリー☆スターズスポーツ少年団

◆第４３回全日本学童軟式野球大会

マクドナルドトーナメント十和田支部予選

  優勝【５月４日（木）】

◆第４８回青森県スポーツ少年団フェスティバル

軟式野球競技会上十三地区予選会

  ブロック 優勝 【６月１０日（土）】

◆第５４回青森県少年軟式野球大会（小学生の部）

十和田支部予選 優勝【７月２日（日）】

 昨年度は、創立７０周年記念事業のひとつとして校地内樹木の伐採を計

画し、サッカーグラウンド側にある樹木を伐採しました。

今年度は、樹木の専門医に倒木の危険があると判断された前庭にある柳

をはじめ、相撲場周辺及び北側にある校舎よりも高い樹木を、夏休み期間

に伐採していく予定です。校地内にある樹木には、保護者及び地域の皆様

にもいろいろな思い出があるとは思いますが、学校では児童の安全を第一

に考えて伐採することにしましたのでご理解くださるようお願いします。

なお、伐採後は、後継樹の植樹を計画していることを申し添えます。

保護者・地域の皆様には、樹木伐採に伴って、校地内に大型車両等が出入りするなどご迷惑を

おかけすることもあるかとは思いますが、ご理解とご協力をお願いします。

 

 

この度、３年生の外国語活動を教えている

ＡＬＴのカルビン・テッサ先生が７月末で任

期終了となります。 

日本語を流暢に話し、子供たちにいつも明

るく接してくれるテッサ先生が帰国するのは

残念ですが、ＡＬＴとして学んだことを生か

してこれからも元気に過ごしてほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 本校では、毎週金曜日を台湾デーと称して、

朝や帰りの挨拶を台湾語で行っています。

 ＜日本語＞  →  ＜台湾語＞

 おはよう  →  早安（Zǎo ān）

  こんにちは →  你好（Nǐ hǎo） 

  さようなら →  再見（Zàijiàn） 

  ありがとう →  謝謝（Xièxiè） 

 

 

 

 訪問交流に参加するメンバーは、自己紹介や簡

単な会話、代表あいさつが台湾語でできるように

学習していきます。北園小学校の代表として頑張

ってくれることを期待しています。

 

 

 今月７月１５日現在のアルミ缶回収量は 

３８３㎏です。 

 

 

 

 

 

 

 各家庭においては、負担にならないように

ご協力くださるようお願いします。 

※６学年保護者の皆様には、アルミ缶の搬出

作業（回収業者への引き渡し）にご協力いた

だきありがとうございました。 

※台湾では主に中国語と台湾語が話されて

います。公用語は中国語ですが、家庭では

台湾語を使っている家庭もあります。

1217㎏ 

383㎏ 


